
別府奮市内混泉概観(I)

別府地球物理亭研究所

1.緒言

別府市は東方別府間に臨み，北西南の三方山に抱かれた地域を占め，その域内到るとこ

ろに温泉が湧出する。醤別府市はその温泉多数密集せる南部市街地である。此の地古来清

麗な湯が揃き出でミ世に知られ，貝原盆軒の嬰園紀行にも「別府は石底村の南にあるー町

なりc民家百軒許り。民家の宅中に漉泉十ク所あり。いづれも清し」とあるが，この10個

の漉泉は無論何れも自然湧出のものであったであらう。明治初年に至つでも別府町史によ

ると矢張り町内の地泉は 9ク所で，それに演脇町の束西渦泉ぞ加へ11個7ごったといふ 然

るに明治二十五年頃から毎{f童文孔の穿掘が行はれ，特に明治三十三年頃よりは磐井愈々猛

~IJ となり年々数十孔を立するといふ有様で， 1医掘の弊漸く識者の憂ふる慮となった。依て

大分県系は明治四卜五年鯨令鎖泉取締を公布施行し泉井穿掘に制限を加ふることにしたが，

それでも今では奮市内五けで泉敏既に千蝕を数ふるの盛闘を呈し，高I阻清麗の7.Kが浪々 と

して日夜を分fニホ湧出し， 1谷村1{にはいつも新鮮な湯が溢れて，別府市街は宛も湯の上にi手

ぶかと思はしむるものがあり， tlt界的地泉都市として其のちを認はるるに至った。

2.温泉蔓帳一泉孔の責敷深度構造等

我京都帝園大事別府地球物理準研究所は大正十三午創設以来各種の調査観測に従事し多

数の成果を得て居るが，其のI句trn_泉調査に就きでは，締ての調査の基礎的推備として市内

一千有儲口の泉源分布と其の貰肢を明かにするを以て第計一子としに。蓋し嘗ては涌きつ

hあった泉孔で‘も今は湯舟1始んど湘れて其め佳放棄されたり，或は全く取壊されて坦浸し

跡形もなくなって居るものもあるであらうし，父後々諸種の研究調査を行ふ上に其の位置

や構造なりが栂めて便利なものと然らざるものとがあり得るからである。それで‘志EI:I)I国教

授は所員鈴木攻蓮，古我行彦，和田端彦，安東jF_雄の諸氏を督して，市内在車]:別に訪ねて

泉諒の有無を間合はせ，質在するものは，其の所1't地，所有者，穿劫l~月日 ， l1i近加工の

有無，湧111日の深度，埋設管の種別口径， ~I I-!.然， ìh\jを|二の使-F?，並に導水管の口径種~IJ，延

、、，，o
 
o-〆目、、
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長，分湯量丸元箱の航況， さては浴惜の個数，形航，容積，構造，出入の便否，等々を賓

地踏査し，更に季節的乃至潮汐の最多響を使用者に於て常識的に感知せりや否ゃをも問ひ質

して，是等を整理記帳して遁泉葺帳を作製した。之によって市内混泉の資肢が初めて明白

確賓に分ったといってよい。本誌後牟の資料欄に掲けに温泉蔓帳抄は其の主要項目若干に

けを抜き出したものである。

市内の温泉孔敷は，此の蓋帳によれば，既に麿孔となって放棄若くは担浸されたもので

も兎も角一度は涌いて居たものまで加へると，質に1292口に上るわけである。現賢に湯を

噴き出し使用されて居る活動湧出ロ花けでも大正十三年には826の多数で，其の内自然湧

出泉12ク所18口，他は悉く穿井である。

其の後九年を経て昭和八年にも所員教ちを以て同様の再調査を行ったが，前回の調査洩

れの外新槻撃も 87孔あって，蓋帳面上は線、数 1398口に増加しにが，駿孔となっfこものは

新井数より多く，結局活動湧出口の童文は大正十三年より70孔を減じて755口となって居に。

但し湯の量は後に漣ぶる様に若干増量を示して日るが大去はない J

第 l表別府市内温泉孔数

年次 | 葱帳面口数 | 川勇訓肌H出i
192-1 I 1292 I 826 

1933 I 1394 I 756 

兎も角， 800内外の泉源が掘撃統制下に置かれ

た別府茜市内の活動湧出口といふ諜で，第 1岡は

其等の分布を示したものである。岡中自然湧出口

は特にきよら会同浴場は dt.e以て之ぞ示した。

此の分布闘を一瞥して注意を惹くことは，別府市内殆んど何成を捌つでも湯が出るとい

ふこと，其内にも泉孔の最も密集して居る虞は3 市街地の略伝中心にあたる流川通に少し

{船、fニ線に沿うて居ることである。其の号々 が東南隅のi賓脇附近になって居る。流川通は其

の名の/1ミす如く，元*は一つの川筋であったのを埋立てたもので，，'i*からの自然湧出泉

一一柳湯， 官等協泉，楠湯，竹瓦温泉，不老札田の湯等ーーの泉脈に嘗る方向で，遊には

一つの地質構造線が走って居ること 1;;'鈴 ~j，攻達氏の論文に泌がふ る所である。

穿泉の深さは勿論区々であるが，大観すれば前記の自然湧出地帯は比較的浅くして満足

な視度と湧出量を得，之ごと遠ざかるに従ひ深き穿掘を必要とするが，然し同じ地黙でも後

年になるほど必要と競争心とから深度を大にし，竣諜毎に深め行く傾向がある。

第 2 表は大:iI~+三 {F- と昭和八{F-の雨皮の調査に基づ色深度と子じ教との闘係を深度 10

(1)本誌第 1披， p. s. 
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之を園示したのが第2閣である。大正十三年には40乃至50メート Jレ毎に統計したもので，

昭和八年には最深賓に270米に及び，最も米のもの最も多く，最深 167米であったのが，

多いのが50乃至60米

といふ慮である。
ー←→一大正十三年

是等の混泉掘撃は，べ>--0-ー昭和八年

別府では殆んE皆所

p 
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謂「上棉掘」と栴する

方法により，鶴鎚を

竹の先に附し其の上

に竹のパ4、t.e附Ij，

200 

100 

上下して地下の種々

な|惇碍物t.e穿捌しつ

，水1fn.水腫の遁嘗

二年の蕗月を要この調進には学年乃至ー，なところまで掘ドけ・る。

するものも少くなし、。穿掘終れば丸竹ぞ檎ぎ合はせて穿坑に押込む。

但し其のfi・のド端凡そ全長の十分のーほどの滋に細長き縦予しをあけ，

かくて地周固のj阻泉水が集まってこゐから入り来る様にしである。

湧出口直上は多上に湧出しt.:.;r.l湯は之~水卒導管にて浴室へ導く。

外部よりの故障をくセメ ン ト l二て塗り~盟めたり或は重き査をして，

信il'.fir.lL泉7k(立浴槽に入る前に多くはー且「元箱」と稿する小1Mける。

ニミから数倒の浴槽に分けるを例とする(第3岡)。湯溜めに入れ，

之によっで浴槽への流入ぞ加元箱には幾つかの調節校が設けられ，

叉都合により一つの湧出口より多数の使減し;其の渦度を調節する。

勿論湧出量の多いもの用者に分つこともある。之t.e分湯と構する。

ょ:て
大関
正和

主八
年年

m 
く10 20 14 

<20 38 13 

く30 93 19 

く40 151 ，18 

<50 22，1 66 

く60 132 103 

<70 54 4， 

く80 31 51 

<90 10 28 

<100 14 42 

<1l0 15 43 

く120 4 14 

<VlO 7 12 

く140 5 3 

140く 4 3" 

総計 801 535 

口数

第

2

表
1耳目

160'"'!f 60 80 1∞ i20 140 

別府市内温泉深度統計

20 4-0 

第2岡
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計

のみに行はれ得る。

多くは年t.e*!るにつれて其の内部が漸究腐れて剥がれゆ湧出孔に挿入埋設せる竹管は，

き，古きものでは皮のみ残って居るものもあるc之にばして時には， 1，阻月えの化率成分の如

中途にて諸沈i般物が!射若して管孔を閉塞し湧出量を減じ或は全く閉止せしむる

、，Joa na r‘、

何により，
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こともある。竹管の寄命は泉質やその場所によって異なるが凡そ十年前後と云はれて居る。

竹管に代って一時蟻管が

盛に使用されたこともあ

-こマ1--ー
でがーヨヲ戸一一「彦

埋
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管

浴

槽
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第3聞温泉構造

るが，之はil，'i泉の再掘や

i変凍に嘗り抜き出したり

破壊したりして取替ふる

に頗る困難なため，一般

には使用せらる誌に至ら

ぱ斗局

別府市街地の慮によっ

ては，地iil水位が地表よ

りは造に低く，之を地表の浴槽内に流入せしめ得ないところがあるc是等は潰方面と海抜

10米以上の高みに多し、。か斗る慮では，第4岡の如く地中に深く湯溜めの井戸を湧出口

直上に作り，湯は電動機によって浴槽内に汲み上けずる。勿論モーターの輩停は自動的で、，

井戸内に浮かした浮標が或一定の高さに来れば電気スヰッチが入って汲上けが始まり，漸

共井戸内の水位は降下する。之につれて浮標が lずり他の一定の虚まで来ると， スヰッチが

聞いてil.'il泉水の汲上けは自動的に止まる 3 斯様な泉源では水位の饗化が激しし、fこめ，地中

の埋設管として竹管は使用せす，主に畿管ぞ用ひて居る。

3. 泉温反び湧出量のー膏纏調査

il.'il泉肇帳成るや，市内渦泉全部の泉地及び湧出量一斉調査

を，志田教授指揮の下に前記の鈴木，古我，和田，安東のほ

か丸田頼三，木戸隆の二名を加へ都合6人で，大正十三年九

月より十月にかけ施行しに。究で昭和八年七八隔月再び野満

教授指揮の下に，池田亮二郎，瀬野錦蔵，中日庚安，土生片棒，

山下磐，松崎卓一， 111下幸三郎の諸員により第二回の一斉綿

調査ぞ行った。此の二回の調査成績は，資料欄中既記の純泉

聾帳抄右側に併記しである。泉渦は出来れば湧出口で，構造 第生岡湯j留め井戸

上止むぞ得ざるものは元箱で測り，叉湧出量は浴槽を汲み乾してそこに入り来る蓮3で1則

( 23 ) 
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第
3
表

口数
く30~ ドー
|平均I 27.5 

ト一一一!一一
|口数

く350 トー
千刊均I~
口数 18 

月1]}狩護市内滋泉概観

されない事情や

構造のものが幾

4 3 

市 それは兎も角，

32.2 

14 
<40つ

トー|竺I 37... 
口数

36.9 

65 50 

46 

41 結果によると，

別 I<450 

府 ~I雪山臼7
口数I 134 126 

く50
0 Iー |一一一一一一
千だj! ，17ι 47.5 

口数I 160 1句

市

内

温

泉

く55。

泉トlz:;G~..1 

21 
とも其の地理的

l'j!J 

16 
川通附近(第 1

固参照)を境と

温

統

く60ラ
之l三均

口数必! 1O 
く6“5。ト一
i之iム均

ト一一一|一一
口数 a・F

'" 

28 して可なりハツ

129 

計

卸ちこの自然湧

出泉脈より北，

24 
く70~

トー|竺I61¥.1 
口数

6:i.9 

1 

電車通りあたりまでが高ir.llで部出量仁大きし之より南はー髄に比較的温度低く湧出量も

綿じて少ない。

各泉孔のt~度及び湧出量は大膿如何なる程度のものであるかを見るために， llll度悲は

5ρC 1可:，湧出量は毎分5リットルの差こ-とに子L教を統計すると第 3及び第 4表の通りにな
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る。第5固と第6聞はそれをグラ

フにしたものであるc 雨固ともI且

度は五六十度，湧出量は毎分十童文

リット jレのものが最も多いが，組

卒均に於て昭和八年の方が大正十

三年よりは， i毘度も湧出量も幾分

増大の傾向を示して居る。之は前

l二も云った通り，後年になる程新

別府替市内温泉概観

口敏

20 

大正 f三年-+-ー←

昭和八年--0--0-

， ， 
》

10 

/
 
，d
/
J
 

。
7'?Ot' 'dO 50 もG40 

第5岡市内温泉の泉温と孔数

口敏

大E十三年 ・.，_~

昭和八年 ー+ーと

1ω」占

。 ス~ニ込町ー ー斗-L-Lr 
80 弥q 主計。 20 "iJ 60 

第6岡市内i鼠泉の湧出量と孔数

制も波探も以前よりは大抵其の深

さを増すからである。

向市内泉源中の最高in度，最大

湧出量，忌大深度及び市内全孔よ

りの湧出量棉計を掲けると，第5

表の通りである。こ訟に線湧出量

としては，先づ賓測の出来た湧出

口百けの線、計を載せ，次に測定不

能のものまでその割合で湧出する

と偲定しての全活動湧出口に封す

る湧出量を計算し， 1"推定」綿湧出

量として掲けに。之によると，活

動湧出口の童文は昭和八年の方が大

正十三年よりは 70口もの減少に拘らす湧出棺量は却って約2割の増加を示し，一重夜約

第5表別府市内温泉概況

i l i 
大正十三年 I 68.60 C I 851.;')'i I 

昭和八年 I/1.50 C I 847，1;ョ|

量!活動ゆ出口数
i勇
問 |測 定;測定不能!乱
口 |湧出口 ì~事出口|叫

m I 
11;::; '71i 109 I k:2(， 

27.1 I 附 I 59 I 756 

総湧出量

吋一 日卜日(推定〕

m31ma|n13  
10.06 ~14.49 X 10' ;16.32 X 10' 

12.03，日以町内79X 10' 

年 次
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1;糞9千立方米となって居る。別府市の上水道給水量は市役所水道課の統計によれば第6

表の通りであるから，それに較べると，市民が費消して居る湯の量は，大正十三年には5

倍以上昭和八年でぶも 2倍強にの依る盛況である。

第6表別府市上水濁告水量 此の移しき沼湯が別府市上に湧き出で結

年 次 |別府市給水量(一日u局は放流されて居るわけであるが，其の油
大正十三年九十月平均 I3似 W 立方米| 度も亦卒均 54.01Cの高温であるから，之
昭和八年七，八月予均 I 8.38XlO" 1/ I 

I I が賞地の年卒均気温 15.30C(本誌失競「別

府の気象」参照)まで冷却放出する熱量を計算すれば

卒均一日の熱量=(54.1ー15.3)X 19X 103X 103=7.4 X 10R:tEカロリ一

一年間待熱量 =7.4X 108X365=2.7X 1011旺カロリー

といふ教を得る。今無煙炭 1噸の燃焼熱伝 8.2XI06砥カロリーとすれば，上の熱量は毎年

毎年 3.3荷噸の無煙炭を焚きつめて居ると同じである。 この熱量は約4.6荷馬力の動力に

蛍'J，電力にすれば 3.5高キロワットになる勘定である。

4.市内温泉の化事成分

t~泉水の化事分析も，大正十三年以来所員木戸隆，丸田額三，山下逸二郎等之を施行し

来ったが，其の結果は末尾賛料開中に「温泉分析表」として載せてある。参照を乞ふ。fこ

ロ何分にも化製分析は甚Tごしく手数を要し，泉純や視出量の如く短期間に一斉調査と云ふ

わけに行か1>，数百孔の泊泉ぞ一通り分析してじまふには多くの年月を要した。然るに渦

泉の成分は地度や湧出量と同様雨量により潮汐の干i請により影響ぞ受けて絶えす幾分の盤

化があり，叉{p月を経る聞には地下の事情や泉孔の事情の愛化に件ひ成分に盤化を*すこ

とも考へられ，特に波深改穿したものは以前の成分と異なること多しかくて我等の分析・

表に示せる数値と現在湧出して居るものとは多少の相違があるかも知れなb、。でも大勢は

之で窺ふことが出来。。

rll内淵泉は分析の結果を見るに，殆んど何れも軍純泉乃至炭酸泉に属し似たりょったり

の成分で，tニ ~'ì賓脇の泉孔 (No. 1135など〉で、特に海水の影響を受け仁と思はれるものに

食純泉に近きものが一二あるといふにすぎぬ。岡形物線量はーリット Jレ中最大のもので

8.880 グラム，辰少 0.278ク'ラム，平均1.035グラムになって居る。而して其成分は調査
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泉孔全部の卒均が第7表の通りである。

第7表別府市内温泉の平均成分と一日搬出量

S0;' J王CO，'

0，1816 .0031 .0024 ，0742 .03\)3 川1~9 .17，2 .2411 .0584 .5085 
3.450 ，059 .045 1.410 ，747 .340 3，365 4.580 1.214 9.665 

表の下段は市内の棉湧出量を一日 19X10~ 立方米として，温泉水と共に持ち来る溶解物

の量を算出したもめで‘あるc固形物綿量f三けでも一日約20トン，従て一年7200トシとなる

勘定である。
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